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はじめに

本研究の目的は韓国語の補助動詞ko malta形 式を対照言語学的観点から分析し、その意

味・用法を明らかにすることである。ko malta形式はa pelita形 式とともに日本語の補助

動詞テシマウ形式に対応する韓国語の補助動詞とみなされるものである。

[3]

その対応の頻度はa pelita形 式の方がko malta形式より高いため、従来の研究ではテ

シマウ形式に対応するものとして主にa pelita形 式が取 り上げられ、ko malta形式 との

比較分析はそれほど多 くはない。 しかし、ko malta形式 もテシマウ形式に対応する補助

動詞として、決 してその使用頻度が低いとはいえず、テシマウ形式に対応する一つの補

助動詞として重要な位置を占めている。ここではko malta形式を中心 として、特にテシ

マウ形式との対応関係や、a pelita形 式との両立関係を通 じてその意味・用法を考察する

ことを目的とする。記述するにあたり、分析の対象となるデータは韓国語の用例はKaist

Concordance Program l)を利用 した検索結果によるもの、日本語の用例は『CD―ROM版

新潮文庫100冊』 (1995)の 中で翻訳作品を除いた60作 をコンピューター検索によつて収集

したものである。韓国語の表記に関しては基本的にローマ字
2)で
表記するが、用例はロー
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私はケーキを食べてしまった

Llと 刻留告 呵ユ せ鉄rl‐

nanun kheyikhul mekko xnalassta

私は ケーキを 食べる―ko malta形 式‐(過去 )
Ll‐と 刻1留 豊 呵OI El双辞

nanun kheyikhul meke pelyessta

私は ケーキを 食べる‐a pelita形式‐(過去 )
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マ字とともにハングルもつけることにする。 韓国語の例の日本語訳は筆者が行ったもの
である。文脈上、文学的な意訳を行っている場合があるが、ko malta形式やa pelita形 式

の部分は基本的に直訳を行い、グロス付けをする。

1.先行研究

(1)Kim,Senghwa(2003)

Kim,Senglawa(2003)で は、ko malta形式を「逸脱性終結相」と称し、正常な基準か

ら外れる動作の終結を表わすとした。

[4] ュと  入i君 Oll

kunun sihemey

彼は  試験に
*ユ士  入I可 朝
kunun sihemey

彼は  試験に

遭Ol凋 ユ 普鉄■

tteleciko lnalassta

落ちる―ko malta形 式‐過去

甜召・ Iユ せ針辞

hapkyekhako xnalassta

合格する‐kO malta形 式‐(過去 )

そして [4]の「ttelecita(落ちる)」 のように先行動詞が否定的な動作を意味する動

詞の場合、ko malta形 式との結合は自然であるが、[5]の 「hapkyekhata合格する」の

ように、肯定的な動作を意味する動詞との結合は、通常正常ではない動作の終結を意味

するko malta形式の性質から見て不自然であると述べつつ、[6]の ような用例ではko

malta形式との結合が可能であるとした。

Ll七  呵咀 入i可 Oll琴  せ召 Olユ  せEll軒

nanun ipen siheme kkok hapkyekhako lnalteyya

私は今回の試験に必ず合格する―ko malta形 式‐(意志 )

この場合ko malta形式との結合が可能な理由を、Kim,Senghwa(2003)で は、この命

題での正常な基準が動作主の合格ではなく、不合格することに合わせているからだと説明

している。このようなKim,Senghwa(2003)の アプローチはkO malta形式と先行動詞の

語彙的な意味における評価性との関わりから、その意味・用法を分析 しようとしたもので

あるが、動詞の語彙的な意味における評価性が一般的に肯定的なものであるからといって

その動詞が用いられた文そのものも肯定的な意味を表わすとは限らない。例えば、

EI可司― 遭午アト 寸宥戴El

tahaynghi.CHELSWUka hakyekhayssta

幸いな,こ とに チョルス (人名)が合格 した

号立吾刻三  遭キ外  せ召戴LI‐

kongkyolopkeyto CHELSWUka hakyekhayssta

あいにくにも、チョルスが合格した

[8]
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同じ「hapkyekhata(合 格する)Jで も、[7]は 話し手にとつて肯定的な出来事と

して、[8]は否定的な出来事として認識されている。「hapkyekhata(合格する)」 は

「ttelecita(落 ちる)」 と比べて語彙的な意味として肯定的ではあるが、それはあくまでも

語彙レベルであって、Kim,Senghwa(2003)で いう「肯定的な動作」か否かは文の対象

となる出来事とその出来事を認識する話し手との関係によつて決まるものである。これは、

補助動詞の主な役目が動詞に何らかの文法的な意味を助けることであるとしても動詞その

ものというより、文の全体的意味における動詞の意味を助けることであることが分かる。

そのため、単なる先行動詞の語彙的な意味の評価性で、ko malta形 式の意味・用法を明確

にすることは無理があるといえる。

(2)I,Miswuk(1995)

Kim,Senghwa(2003)がko malta形式を韓国語学的な立場から論述しているとすれ

ば、I,Miswuk(1995)は 日韓対照論的観点から、日本語の補助動詞テシマウ形式と、そ

れに対応するa pelita形 式やko malta形式との相関関係について論述している。ko malta

形式に関しては文の表わす出来事が無意志的な運動を表わす場合、ko malta形式が用い

られるとし、ko malta形式の意味・用法における無意志的な側面に焦点を合わせている。

しかし、出来事における意志性の観点から見ると、[9]の ようにko malta形式も話し手

の意志的動作を表わす文に用いられる場合があり、この場合、動作の実現をせまるという

意志・意図がa pelita形 式の方より強く感じられる。そのため、ko malta形式に関するI,

Miswuk(1995)で の分析は局限的な分析であるといえよう。

硝d告  号 付ユ せ烈rl

peminul kkok capko malkessta

犯人を 必ず 捕まえる‐ko malta形式ぃ(意志)

2.本動詞mal協の辞書的意味

内容語が機能語として働くようになる文法化というプロセスには、内容語としての語彙

的な意味特徴、つまり辞書的意味が機能語としての意味・用法に何かしらの影響を及ぼす。

補助動詞としてのko malta形式を分析するにあたり、ここでは、本動詞としてのmaltaの

辞書的意味を見る
3)。

(し ていることを)やめる (ユせ子Llkumantwuta)、 中止 (モ凋cwungCi)す る、

中断する、止す、放棄 (エアlphoki)する :釧 Elせ 到ilkta man chayk読 み上しの

本、読み書きの本 ;スキ増告 せ辞saepul～ 事業を投げる (やめる);壁豊 せ■lmalul

～話をやめる ;せ鉄呵Eld幸 鉄告 4malasstelamyen cohassul kelや めておけば

よかったものを

本動詞としてのmalta形式の辞書的意味はそれほど多義的ではなく、継続している出来

事を終えること、つまり、その意味特徴を「中断」や「中止」という言葉でまとめること

ができる。しかし、maltaは 現代では内容語としての本動詞より、文法化によつて文法的
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意味を表わす機能語として働く場合が多く、その意味・用法は次のように、どのような連

結語尾と結合するか、あるいはどのようにパターン化されるかによって多様な姿を見せる。

※「|」 は筆者

この中、①と②は常に命令文の形で「禁止」を、③は動作の「否定」、④は動作の「中

止Jを表わし、本動詞の「中断」および「中止」という意味特徴が文法的意味として忠実

に反映されている。しかし、動詞maltaの 文法化はこれにとどまらず、さらに本研究の研

究対象である⑤や、補助動詞というよりほぼ助詞や語尾の性質に近い用法としての⑥から

③まで進んでいく。ここで注目すべきことは、①から④までは出来事の実現を「中断する」

および「中止するJと いう、本動詞の打消しの性質が忠実に反映されているのに対して、

⑤から③まではその文法化の様相が変わり、逆に出来事の実現を強調する意を表わすこと

となるということである。そのため、maltaは 文法化が非常に進んでいるものであるとい

囲
① (ci maltaの 形で用いる)(禁上の意を表して)

…するな :η 期聖軒辞 kekcengmalala心配するな

② (名詞や形容詞の連用形‐a,_e,‐ yeに付いて)(haci maltaの意を表して)

…するな :ユ暑÷ ユ引豊 ¶三封工刑,司子舎司せ辞ユ 球rl kutulun ku nyelul

wilohakoce,nemwu sulphe mallako hayssta彼 らはその女性を慰めようと、あ

まり悲しがりなさんなと言つた。

③ (―kena malkena,‐ keni malkeni,‐ na mana,‐ tunci maltunci,■ ka malka,―

lci malciな どの形で用いる)¨。しない :暑 Olを分 せ外 君を号せ 千凋戴E4‐

tulekalkka l■ alkka camkkantongan cwucehaysstaケ 入る‐/Jヽたるまヤヽかしtゴらく

躊躇した

④ (用言の―ta,― taka形に付いて)(。中していたが)やめる (ユせ子rl kumantwuta):

署早暑辞IIlせユ kongpwulul hata malko勉 強をしていたのをやめて

⑤ (用言の中kO,‐koya形 に付いて)(その動作・状態が必ず実現することを表して)
・・・して しまう :。IJを 号 司 普ユ幹 せ獄4 �lun kkok hay nohkoya
malkesstaこ の仕事は必ず仕上げてしまうつもりだ

⑥ (―ko malkO,‐ ta malkoの 形で用いる)¨。(する、だ)と も、(も ちろん)¨・す

る、…だ :/1‐ユ せユ kakO malko行 くとも

⑦ (―ca macaの 形で用いる)…・するや否や :ユ 入}甜豊ュ朴 TIl朴 叶皇三 4pR ol・ l毅

ku salamul poca maca pakkulo ttwie nakassta彼 を見るや否や外に飛び出した

③ (名詞+malkoの 形で用いる)…・ではなく:豊号。キせユ き・ l暑 せLl司 録LH皇

YUNPOKi malko SWUNNAlul mannale wasstayyoユ ンボク (人名)|じ ゃな

くってスンナ (人名)|に会いに来たんですって

③ (助詞を伴った副詞に付いて)(否定の意を表して)¨・ない :呵 三 壁工 E三 せ

ユ司レト外月を せ吾せア}凋 立d EEltetO malkO telto malko neyka kacye kan

mankhumman kacye omyen toyntaよ り多くもなくより少なくもなく君が持っ

て行ったのと同じだけ持って来ればいい
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えよう。

3.ko malta形式の形態論的な特徴

ko malta形式と組み合わさる先行動詞の語彙的な意味に関しては、主動客変動詞を始

め、主動動詞、主変動詞、情態動詞など、時間の流れにそつて生起する出来事を意味する

動詞であれば 〔表 1〕 のように結合は可能となる
4)。

a pelita形 式と明確に区別されるko malta形式の特徴はその形からもわかるように、先

行動詞とのつなぎ目となる連結語尾がa pelita形 式は「a」 をとるのに対して、ko malta

形式は「koJを とることである。この中で最も補助動詞の連結語尾として用いられるも

の1よ「a」 であり、a pelita形式以外にa issta形 式 (結果状態の継続)、 a twuta形式 (テ

オク形式)、 a pota形式 (テ ミル形式)、 a cwuta形式 (テ アゲル形式/テ クレル形式)な

どがある。それに対して、「ko」 の場合はko malta形式以外にko issta形式 (動作の継続)

とko siphta形式 (希望)しかない。これらの構成について、Kim,Senghwa(2003)は 、

「a」 は「密接性」を表わす連結語尾であり、「ko」 は「対等性」を表わす連結語尾である

とした。そして、「a」 は本動詞としての意味が抽象化され、先行動詞の意味内容に緊密に

関わるものであるのに対して、「ko」 はその補助動詞が本動詞の抽象化によつて生じるも

のというより、独自的な意味機能を持ちつつ、先行動詞と関わるものであると述べている。

この二つの補助的連結語尾はもともと従属的連結語尾としても働くものであり、この場合、

「密接性」や「対等性」の性質が明確に現われる。

[10] 寸All七。l LR司  4豊 口l■l司 叔Ll

pamsay nwuni naylye kilun lnikkulewessta

夜通し雪が降って、道は滑つた

・ T呵利と立司暑辞ユ
OI Hl・ lと TV暑 暑■

apecinun yolilul hako emeninun TV lul ponta

父は料理をして母はTVを見る

〔表 1〕 ko malta形式と結合する動詞の種類

結合可否 動 夕よ用

結合可能

主動客変動詞

主動動詞

主変動詞

情態動詞

受身動詞

使役動詞

せ暑El mantulta(作る)

呵EI mekta(食 べる)

舌rl cwukta(し ぬ)

避司rl cillita(飽 きる)

号司辞 mwullita(か まれる)

釧31●l ilkhita(読 ませる)

せ詈ヱ せ辞 mantulko matta

r」lユ せEl mekko malta

考ユ せrl cwuldo malta

遭司ユ せEl cilliko malta

豊ヨユ せrT Inwulliko malta

gも1ュ せ辞 ilhiko malta

結合不可能

静態動詞

可能表現

鍼辞 issta(あ る。いる)

呵豊 キ 鍼rl mekul swu issta

(食べることができる)

*鍼ユ せEr issko malta

*呵豊 キ 鍼ユ せIEI mekul swu

issko xnalta

[11]
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二つの文を連結する従属的連結語尾として [10]は「a」 を、 [11]1ま「kO」 をとって

おり、それに対応する日本語の接続助詞として「てJが使われている。しかし、同じ「て」
に対応できるものであるとしても、[10]は前節の文と後節の文が原因―結果の仕組みを

なしているのに対して、[11]は前節の文と後節の文が同時動作として単に出来事を羅列

したものである。そのため、[10]は前節の文と後節の文を入れ替えて表現することがで

きないが、[11]の場合は入れ替えることも可能である。このように前節の出来事と後節

の出来事の関係が因果関係で緊密に関わつている場合は、従属的連結語尾として「a」 を

用いるのに対 して、前節の出来事と後節の出来事の間に何の関連性もなく単に羅列する際

には「ko」 が用いられるのである。このような従属的連結語尾に見られる「密接性Jや
「対等性」を補助的連結語尾として働 く「a」 ゃ「ko」 に当てはめることにはやや無理は

あるが、この二つの補助的連結語尾が先行動詞と結合する際、どちらが動詞としての性質

をより強く保っているかを考えてみることで、その先行動詞との密接性の度合いを述べる

ことはできる。この問題に関して焦点をa pelita形 式とko malta形式に戻して考えてみる

と、これらの形式に十は次のような形態論的な違いが見られる。

まず、a pelita形式は二重補助動詞として、動作の継続というアスペクト的意味を表わ

すko issta形 式と結合することができるが、kO malta形 式は不可能である。

工咀嘲引嘔Ol剰と七各。l看豊 せ刺早喫劇朴ロト朴 ユLH三 ≒。}呵 司ユ 鍼鍼

Er.

nomyen wiye ttelecinun nwunsongitulun ttangey pwuticchicamaca

kutaylo nokapeliko issessta.

路面の上 に落ちる雪は土にぶつかるとたんそのまま解ける‐a pelita形 式‐ko

issta形式‐(過去 )。

*上 d¶ ●ll遭 61剰 と とき。i看冬 けOll早嶼劇朴ロト/1‐ ユLH三 ≒ユ せユ 鍼鍼
Irl.

*nomyen wiye ttelecinun nwunsongitulun ttangey p、 vuticchicamaca

kutaylo nokkoェ nalko issessta.

路面の上に落ちる雪は土にぶつかる

issta形式‐(過去 )。

とたんそのまま解ける中kO malta形 式‐ko

二重補助動詞としてa pelita形式がko issta形式をとるのは、動詞の語彙的な意味と関

わつており、pelitaは 本動詞として元 k々o issta形式しかとらないものであるからである。

それに対して、ko malta形式のmaltaは 前述したように、現代ではほぼ機能語として定着

しているため、二重補助動詞としての結合可否の判断が大変難しいものでもある。もう一

つの二重補助動詞の仕組みとして、a pelita形 式とko malta形式はこの二つの形式がさら

に相互結合してテシマウ形式に対応する場合がある。この際、a pelita形 式が先行してko

malta形式が後続するa peliko maltaの 形は可能であるのに対して、ko malta形 式が先行

してa pdita形式が後続するko mala pelitaの 形は不可能である。

[14] せ司せ●ll凋I魃入キOll剰 晉召皇三 ユ号告 ア十・ 4‐嘔 利。十旱司 /61遭 をと 刺コ暑 凋

つ
々

[13]
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u ttEI‐ 司二 詈吋 干呵州 呵司ユ せrl.

sangtaypangeykey ilsiey cipcwungcekulo kothongul kahamyen ceya■ lwuli

kangchel kathun uycilul cinin cala hayto kumpang unwunecye peliko

manta.

相手がいっぺん集中的に苦痛を加えるといくら鋼鉄のような意志を持っている

者であってもすぐ倒れる‐a pelita形式中kO malta形式。

[15] *そ司せ刺凋I』入I Oll剰 モ刊皇三 ユ号豊 ア}辞 d ttOl子 司 /.l遭 をと °l河号

凋u tt・l‐ Oll二 号吋子呵凋ユ せ。卜El ttrl.

*sangtaypangeykey ilsiey cipcwungcekulo kothongul kahamyen

ceyaxnwuli kangchel kathun uycilul cinin cala hayto kumpang inwuneciko

mala pehnta.

相手がいっぺん集中的に苦痛を加えるといくら鋼鉄のような意志を持っている

者であってもすぐ倒れるぃko malta形式‐a pelita形式。

このように、テシマウ形式に対応するこの二つの形式がさらに二重補助動詞として存在

する際、a peliko mataの 形しか存在しないとすれば、先行動詞との位置関係から見ても

ko malta形 式よりa pelita形式の方が先行動詞により近いため密接度が高いといえる。

4.ko malta形 式における出来事の在 り方

鄭 (2006a)で はテシマウ形式における出来事の在り方を出来事へのコントロール性や

人称性、文の成分との関わりを根拠にして次のように分類した。

【1】 始末をつけるべき出来事 :私はリンゴを全部食べてしまった。

12】 無意図的な出来事 :私は思わずリンゴを食べてしまった。

〔3】 予想外・期待外の出来事 :私は試験に落ちてしまった。

テシマウ形式がko malta形 式と対応関係にあることには、このような出来事の在り方が

次のようにko malta形 式にも見られるからである。

(1)始末をつけるべき出来事

主体による動作がある出来事への始末をつける行為、つまりある出来事に対して一段落

をつける行為であることを表わす場合である。

[16] “LR舟 考÷ 皐 せ長。i LRltt Qキ号 4告 狽。i軒 .呵 詈・ 4舎皇三 今。lユ せ

狽。i rl."

“nayka cwukun hwu pantusi neykey wenswulul kaphul kesita.nelul nay

sonulo cwukiko llnal kesita."

私が死んだ後、必ずお前に復讐するんだ。お前を私の手で殺すぃko malta形式‐

(意志 )。

[17] d刺 刑●ll♀ Elヱ刊起。lを司 奴アi刺と引 司七 。十子司l三 号豊 舎4キ アト獣
Ol.♀司と剰子詈分潤費Ol‐ア}司三d豊 癸。卜司ユせtll。十.

censeykyeyey wuL cocikweni kkallye isski ttaymwuney nenun amwuteyto

momul swumkilswuka epse,wuhnun cikwu kkuthkkaci ccochaka heyloinul
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chacanayko xnalkeya.

全世界に我々の組織員がたく

できない。我々は地球の隅々

式―(意志 )。

[18]“d呵ア]鍬舎呵Ll.呵 フiせ Ol凋 ユ
Lruュ d号豊 千フト奢家舎呵分?"

d七豊 舌ユ・ T壁獄舎■4r_l.引 アi暑 ユ子 Hl

“cen yeki isssupnita.yeki namase ku yennomul capkoya malkesssupnita.

yekilul motwu ttenamyen ku yennomun nwuka capkesssupnika?"

“私はここにいます。ここに残って彼らを捕まえる―koya malta形式―(意志 )‐

(丁寧 )。 ここをみんな立ち去ると、彼らを誰が捕まえますか ?"

文の特徴 としてko malta形式が「～keya」 「～kesita」 「～kessta」 など、話 し手の意

志を表わす文に使われた場合は、始末をつけるべき出来事への実行を表わし、おおむねa

pelita形 式と入れ替えることができる。しかしa pelita形 式に入れ替えても出来事の在 り

方として始末をつけるべき出来事として認識する点では同様であるが、ko malta形 式の方

がa pelita形 式より出来事の実現への意気込みが強そうに感 じられる。それは例 [22]と

例 [23]の ように、ko malta形式の出来事を実行することがそれほど容易ではない場合

(例えば、例 [22]は話し手が死んだ後であれば、普通では「お前Jと いう人物を殺すこ

とができないはずであるが、それでも必ず殺すつもりであると言つている。)や、例 [25]

のように、何らかの理由で話し手がko malta形式の出来事をやらざるを得ない状況に追

い込まれている場合 (話 し手もその場を離れることになってしまえば、「彼らを捕まえる」

という出来事ができないため、話し手がやるしかない状況におかれている)な ど、話し手

の意志的な出来事であるとしてもそのきっかけが非自律的に生起する出来事である場合に

ko malta形式がよく用いられる。そしてko malta形式の出来事を実行することは一連の

事態を終わりにすることというテクスト的な意味が感じられる。テシマウ形式との対応関

係から見ると、例 [19]、 例 [20]の ように、限定された時間内に出来事を実行しようと

する切実さがある場合はko malta形式に対応することが可能である。

[19] 「敵も疲れておる。疲れは互いだ。こうなれば励む側が勝つ。しゃにむに突

撃してきようの昼までにあの城を踏み砕いてしまうぞ」(国盗り物語)

[20] 「こんなことは、年が明ける前にいってしまった方がいいと思うからいうん

だけど、僕ね、あんた達みんなに一つお願いがあるんだよ。というのは、あん

た達、働きに出るのはいいけれども、出る前に僕に一と言、相談してみてくれ

ないかな。…略…」(帰郷)

しかし [21]の ように一連の事態を終わりにするとしても、それほど「片付ける」こと

への切実さがない場合はa pelita形 式とは結合可能であるのに対して、ko malta形式との

結合は不自然に感じられる。

[21] 「三十分ほど待ってくれないか、この仕事を片付けてしまうからな。帰り道で、

さんいるために、お前はどこにも身を隠すことが

まで追いかけてヘロインを見つける―ko malta形
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焼酎でも呑もうや」 (樹々は緑か)

鬱)話 し手の無意図的な出来事

出来事が自分の意図とは関係なく起こったこと、つまり、本来ならコントロールできる

はず、あるいはコントロールすべき出来事であるのに、コントロールできなかったことと

して捉えられる場合である。

d利舟 せd豊 潤告 Olltt・l針 号翻せ 赳ヨ 号州。i嘲 入iア1入卜●ll凋|こ 岳告 口l

司 ■llユ L4翌 刊 鍼と司I叶付 号召凋Oll三升●101。十召 遭せ二 呵 寸岳 凋ユ号壬

豊 せ告司ユ・ l呵 咀凋 司翌 各瑠
。|。 iコ|な岳豊 せOl ttEltt Olニ ユ r-4外・ l刻 I

入1剰 口i暑・ llと 斗甜刺 魃翌遭
Ollユ球 嘲司ユ せ鉄rl.

enceynka hanpenun SEWULeyse nawa tonghaynghan chinchek

tOngsayngi thayksi kisaeykey khun tonul lnili nayko nayhn cek issnuntey

maksang inokcekciey tochakhaye acik celpanto te namun kesulumtonul

patulycko hani lttence nttlin SOnnH41 lnu Cantonul^Pata kasstamtt hato

elttelkyeley kunyang nayhko

malassta

いつかある日ソウルで私と年下の親成とタクシー運転手に多くのお金を前もって

払って降りたことがあるが、目的地に到着してまだ半分も残つているお釣りを

もらおうとしたら、先に降りた客がすでにお釣りをもらっていったと上手にと

ばけたせいでついうつかりそのまま降りる―ko malta形 式‐(過去)

Elせ
,

双告 刺・l七 ■ニ ユ三711。 1翠凋|そ壇刻司ユ せ鉄叶.辞孝司…

taman,

kOn壁生ilul hohュ uhalye hattsul ttatt nanun nato molukey ilehkey
cwungelkeliko malassta.KWAKWUNGHYEK.…

ただ、シートを押し開けて、立って窓をいっぱい開け放して新鮮な空気を吸お

うとしたとき、私は思わずこのようにつぶやく―ko malta形式‐(過去)ク ァク

ウンヒョク (人名)中●

この場合、共起する文の成分として「elttelkyeley(う つかり)J「kunyang(つ い)J

「nato mOlukey(思 わず)」 など無意志的な出来事であることを示す連用修飾語との共起

が多い。この場合もa pelita形 式との入れ替えには問題はないが、ko malta形式が用いら

れる場合は、何らかの影響を受けること (   )に よって無意図的な出来事が生起した
と認識する場合によく使われる。従って、例 [24]の ように、「話すJと いう出来事の生

起と「お酒を飲むJと いう出来事の生起とは相互に無関係であり、単なる無意志的な出来

事を表わす場合には、ko malta形 式との結合は相応しくなく、a pelita形 式の方が自然と

なる。

“召辞と 今鍼Ol皇 十分 今鍼と利 尋六l讐ュ 痢1刺皇?"辞と 。lせ告・ ld凋

つ
々

つ
０
つ

る

[24]
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「Ttt Hl ttElユ
フトIII入i舎豊 lLI三呵 せ双El.“コI仝 司士

cwukesseyo.nwuka cwukeyssnunci hoksi alko

i malul hamyense!engkopkyOと ey swulul holccak masye

s、vulul ttalumye inalhayssta.`狙岨ISS HEnun casalhan

ても渇いた。と

枯れて死ぬ‐ko

kes aninka?''

“チ ョンファ (人名)は死にました。誰が殺 したのか、もしかして知っていま

すか"私はこの話をしながら、思わず酒を一気に飲む―a pelita形式‐(過去)。

彼が再び酒を注ぎながら話した。“ミスホ (人名)は 自殺したのではないか ?"

(3)予想外・期待外の出来事

出来事の成立が話し手にとって予想したことや期待していたことから外れる出来事であ

ると認識され、元々話し手によるコントロールが不可能な出来事として認識される場合で

ある。

[25] “…略…Oltt Ol号 。i幹 .訳建。I剣 刻 珂ユ 習iと 立河 讐ユ・ ll河 号。l干ヨ 獄・ l.
ュ電司I Lll外 外干E。レlユ千Ll旱アト理呵EI畏 511せ辞 今ヱ せ戴せ叶.…略…"

“̈・呼争…・enu yelumya.lvaspyethi ccayngccayng ccoyko pmun od anhko hayse

moki lnwuchek thasse.kulentey nayka kakkwuten aki kochwunanュ wuka

kyentita moshay malla cwukko malasstanta.… 略…"

“…略…ある夏だった。日差 しが強 く射 し、雨は降らず喉がと

ころが、私が育てていた赤ちゃんの唐辛子の本が耐えられず、

malta形式―(過去 )。 …略…"

[26] 剣今511ユ dユ七 S租号計dWL・ll喜 ¶ヱ 。十呵 。十旱辞ユニ せEl号 せ咀 せ 磐
載4せ 里壬 六十寸卦 辞

=今
皇三 口1¶辞ユ 潤三 増ハi封ユ 子ユ ユ朴七 兵。i皇

三可凋ヨと 狽を理 弓刺外 呵ユ せ 狽。l Xrl.

sayngkakhay pomyen kunun S cenmwunhakkyoey on twilo acik

a■lwuhakoto lmaltathwum hanpen han il ebskenman motun salamkwa

maumsokulo miwehako selo myelsihako twuko pocanun tusi

ululengkelinun keskathun hyengseyka toyko lnan kesita.

考 えてみれば、彼はS専門学校 に来てからまだ誰 とも日喧嘩一度 したことがな

いが、みんなと′ムで憎み合い、蔑視し合うなど、ざまみろという感じで争うよ

うなことになる‐ko malta形式‐(説明)。

ここで見られるa pelita形 式との違いはko malta形式が用いられる文、或いはテクスト

の仕組みからその答えを得ることができる。テクストにおける出来事の流れの中で、一連

の出来事といっても個々の出来事を単純に列挙するものではなく、特に次のように因呆関

係 (例 [27]、 例 [28])や逆説関係 (例 [29]、 例 [30])な ど、個別的な出来事が相互連

結し合って生起する一連の出来事で、最後の結果にあたる出来事を表わす際にko malta形

式がよく使われていることが分かる。
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〔因果関係】

[27] ユ刺せ豊付せるi呵 d召 。ld州 二 と司刻d双・ l,刻早琶午 叡とフト司仝ロレト

鍼鍼凋.Llと 遭吾キ計辞ユ せ鍛凋

kettuhal swu ttsnun khalisumaka lssesscl.nanun kyelkuk swulhkhako

malassci.

彼の話は非常に直線的でありながら、論理的だつた。拒否できないカリスマが

あったんだよ。私は結局受諾する‐ko malta形 式‐(過去)。

[28] 司六十刺 せせ朴士 ユ 辞÷ 六十甜暑剣 せ起凋暑 里子 アl号司 子鍼rl外と 瑠干El

アト号せ辞ユ せ 狽。1辞ユ 号嘲仝瑠刑 せ辞署 善OI Hl ttEl,

kemphywutheka phokpalhako mal kesilako

thwungmyengsulepkey ttnalhakon kkunhe pelyessta.

会社の担当者はその多 くの人たちの発信地をすべて記録しておくと、パソコン

が爆発するぃko malta形 式―(未来連体修飾 )‐ (推測 )‐ (引用)適当に言つて切

ってしまった。

【逆説関係】

[29] 。l朴赳告 瑠悉もlを千ユ 鍼鍼瀾せ 今刻望 Trl可 州尋旱・ ll刻 。i』=吾
ノlユ

せ鍬鍼Er,

l sasilul emcwuntthl kamChWuko lssessclman ywukkaywel twi

MYENGSENGhwanghwueykey ttilul tulkhiko malassessta.

この事実を厳重に隠していたが、六ケ月後ミョンソン皇后にこのことをがばれ

る―ko malta形式‐(大過去 )。

[30] ユ旨豊 せ司と ユ暑 日潤三 il刺♀ユ 入l瑠 二河せ皇三 球獄El.ユ 君鱈kl‐暑

せ司 ユス・ ll鍼七 遭幹モ せ考告 呵凋TEl暑 0レI¶ 司凋鍼辞.ユ司Ll遭号 凋ア]

引 』と 遭Ol潤 ユ せ鍛EI.患号州叡と こ恐辞 d州 豊 子むIrlフ}墓遭到 Hl翌 狽

。i鍼辞 .

KOCWUKun mallinun kulul ekcilo attlSeと延 ukO SiltttosekWanulo

ha奥只hOkul to近奥etWetuhki wih具 ノstteSSta.kulena kyelkwuk kekise ilun

peleciko lmalassta,ywungthongsengepsnun kwancangkwa ensengul

nophitaka honcelhay pelin kesiessta.

コジュク (人名)は止める彼を無理矢理つれて市立図書館へ向かった。その責

任者をけしかけてそこにある勘学                 、結局

そこで事故は起きる‐ko malta形式…(過去 )。 融通のきかない館長と口喧嘩 し

ているうちに気を失ってしまったのだ。

これに対して、例 [31]の ように一連の出来事の中で結果として生起する最後の出来事

ではなく、結果に至るまでの過程として生起する出来事を表わすときにko malta形式を使
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うと、非文になるか、それとも落ち着きのよくない文やテクストになってしまう。

[31] ユ司■lせ咀 料せ刺 叫凋司司理 ♀司士 。l LH習 l却 せ 到な辞 を与せ 。レ1011
司暑呵ユ ニ岳 遭 撰刻I呵 ヱ ロ十と 狽。i rl.

kulena hanpen salangey ppacyepeliュ狙yen Wulinun inay picenghan

khoaykamkwa caninhan ikiey hwimollye ku xnotun kelickey toyko lnanun

kesita.

しかし、一回恋に落ちるa pelita形 式‐(仮定)我 々はすぐ非情な快感と残酷
な利己に陥ってすべてのことを忘れるようになってしまうのだ。

このように最後の結果的な出来事の生起で、一連の事態がまとめられる、或いは終わり

の局面に達することを強調するテクス ト的な機能がko malta形式にあるといえる。これ

を本動詞maltaの意味特徴と関連付けると、本動詞としてのmaltaは 出来事を終わりにす

るという「中止」或いは「中断」という意味特徴を持っており、このような本動詞の意味

が文法化を経て 補助動詞としてのkO malta形式に一連の出来事の中での「結果的なまと

まり」として現れると思われる。それ故に条件文や原因結果を表わす文など、複文の中

で、従属節ではなく主節によく用いられ、特に「kyelkuk(結局)」「kkuthnay(最後に)」

「machimnり (い よいよ)Jな ど、結果的出来事であるという意味を助ける結果的連用4雰

飾語との共起が目立つ。

以上のようにko malta形 式はテシマウ形式や、a pelita形 式と共通の出来事の在り方を

有しつつ、非自律的に生起する出来事や、一連の事態の終わりとして認識される場合には

ko malta形式が相応しいため、a pelita形 式と比べて、使用範囲が限定されている傾向が

見られる。このようなko malta形 式の特徴は、先行動詞との結合関係でもa pelita形 式と

区別される場合がある。

[32] ユd rRl到 ?ユ運 剣今告 olHl対君皇三 河Llと 朴甘醤皇引 里舎告 習}辞ユユ

鍼鍼■,ユ きを LIと そ骨 音Elユ 壁針rl.音。1鍼 rl.舎を対Fd tt LIを 朴君引
入}甜暑 六十。i朝州 ユと・ l=叶 Elユユ 鍼鍼EI

kulentey way?kulen sayngkakul hamye chachangulo cinanun salamtuluy

mosupul palapoko issessta.ku swunkan nanun kkamccak nollako

malassta.no■ �essta.swunkancheleni cinanun chachanguy salantul

saieyse kunun nalul palapoko issessta.

どうして ?と 思いながら車の窓に映る人たちの姿を眺めていた。その瞬間私は

びつくりする‐kO malta形式‐(過去)。 奴だった。瞬間的に窓に映る人の間か

ら彼は私を眺めていた。

[33] ユPll l口十豊分剰 司呵を 付今喜 刑アl州 せ瑠 呵 フ}舎。l増 考・4剰ユ せ戴辞.

入トュ± 0+瑠 Oll口 1司 暑早・ llユユ外 ヨOltt TH三 鍼IEl.せ翌。I IIと 考せ司 号赳

入卜怒喧01寸入10i●ll叶告 呵ユ 程可せ 狽。i鍼 rl.

kulena maulkkaci naylyekan SANGWUKun kekise hancem te kasunli

semttukhayciko 14alaSStao sakonun achi14eyュ mili ponp、vuey pOkOka toyeon
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tayloyessta.HANMIN■ anun CWUNGANGLI TOKSINSA chengnyeni

pamsaiey yakul mekko celmyenghan kesiessta.

しかし、町に行ったサンウク (人名)は そこでもう一度ぞっとする‐ko malta

形式―(過去 )。 事故は朝前もって本部に報告された通 りだつた。ハンミン (人

名)と いうチユンアンリドクシンサ (地名)の青年が夜、薬を飲んで絶命した

のである。

[34] …略…せ寺豊 ユせ Olせ。1可 可到ス|ユ せ鉄rl.平二辞司せ号 磐剰せ 月l司 。l

鍼El

…略。中SANGWUKun  kuman  eani  pengpenghayciko  malassta.

mwumohalimankhum emchengnan kyeyhoykiessta,

…略…サンウク (人名)は途方にくれる‐ko malta形式‐(過去 )。 無謀といって

いいほどすごい計画だつた。

例 [32]と 例 [34]の ように、ko malta形 式は話し手の意志とはまったく関係なく自発

的に生起する感情や、知覚、感覚を意味する動詞と、自然に結合可能であるのに対して、

a pelita形式との結合は不自然である。感情・知覚・感覚の生起とは何らかの原因によつ

て生じてくる結果的なものでありながら、かつ非自律的に生起する出来事であるといえる。

そのため、非自律的に生起する出来事でありながら、一連の事態における終わりの段階と

して認識される出来事を表わすko malta形 式とは結合可能となることが分かる。

以上のようなことから、ko malta形 式は鄭 (2006a)で提示した三つの出来事の在り方

として認識される場合に用いられるものであるが、a pelita形式と比べ、一連の事態がま

とめられるというテクスト的機能がより強いものであることが分かる。

5.ko malta形式における話 し手の感情・評価

鄭 (2006a)で は、テシマウ形式における話し手の感情 。評価に関して、出来事の生起

が出来事の関与者にどのような影響を及ぼすかによつて生じる副次的なものであるため、

必ずしも必要十分条件のような側面ではないとしたが、ko malta形式はテシマウ形式やa

pelita形式に比べて、話し手の感情・評価が現れる場合が多い。これはko malta形式が表

わす出来事が非自律的に生起する出来事であるため、何らかの影響が話し手、あるいは話

し手以外のものに及びやすい出来事であるからである。特に非自律的であるがゆえに、話

し手の肯定的な感情・評価より、次のように遺憾や、罪悪感、心配、咎め立てなど、話し

手の否定的感情・評価が主を成している。

【1】 遺憾の感情・評価

[35] ユ旱ヱ 朴千 せ■l瑠 剰と 畏Olユ ,呵 刺711。十1al剰 嘲 娼告 豊司千ユ dOl朴千

君起告 封録凋せ,詈 LRュ 仝吋豊 。1旱潤 畏辞ユ 可暑 入卜州0十三 せ号ユ せ鉄El

と 狽 .

kuhwulo cacwu manna poypcinun moshako

,kkuthnay ku

somangulilwuci moshako nelul sasayngalo mantulko malasstanun kes,
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それからよく会うことはできず、君に父親の姓をつけてあげたくてよく申し

出を出したりしたが、結局その願いは叶えられず、君を私生児にさせる‐k0

malta形式ぃ(過去連体4雰飾)こ と。

〔2】 謝罪の感情・評価

[36] “剰き識・ l El.・ l三 ヱ三刻 ISl長叡七 せ豊 到凋`せ赳刺 。十司利辞讐 狽豊
ユ せ鍛引皇.÷凋・ l刺皇."“。ILl,4沼告刑 叡Ol皇 "

“COttO馨典馨inJta.nato molukey pelusepsnun malul hayse,tangsinuy
apecilanun kesul kuman icko malasseyo.叉 R癸買Sehase乏延O・ "“ ani,

sinkyengssul ke ebseyo."

“申し訳ございません。思わず失礼なことを言つて、あなたのお父さんだとい

うことを忘れる‐kO malta形式―(過去)。 お許しください。"“いや、気にしな

くていいです。ィ

〔3】 心配の感情・評価

[37] 司入}剣 せせ朴七 ユ 警÷入}せ暑_04せ旭剰号 ユ千 アi号司子鍼LI外と 瑠干司

外 号せ辞ユ せ狽。l卦ユ号可仝瑠刻1壁辞署吾Ol可 双rl.

hoysauy tamtangcanun ku manhun salamtuluy palsincilul 140tWu

kilokhay twuesstakanun kemphywutheka phOkpalhako l■ al kesilako

thwungmyengsulepkey malhakon kkunhe pelyessta.

会社の担当者はその多 くの人たちの発信地をすべて記録しておくと、パソコン

が爆発する‐ko malta形式‐(未来連体修飾)‐ (推測)‐ (引用)適当に言って切っ

てしまった。

〔4】 咎め立ての感情・評価

[38] “…略…患州司千娼スl皇 ."“司 。ILllと 郷赳嘲起刺 瑠Q司 鍼ユ,♀司剰せ豊

き利叶社司ユ せ鉄Ol.呵千・ l LRl者と ■H。十号分凋 甘剰司毅Ol.対フトと 斗焚豊

今・ ll。十看豊 月翠フi分凋 戴凋.…略…"

“・・・略・…yongsehay c、 vusipsio."“ nay anaynun cengsinpyengweney ipwenhay

issko,wuli cipanun phwungcipaksantoyko lnalasse.tekwuna neynomun

nay atulkkaci napchihaykasseo chaka、 vun patasmwul sokey atulul

cheynehkikkaci hayssci.中 ●円各中●"

“…略…お許しください。"“俺の家内は精神病院に入院していて、家はめちゃ

くちゃになるぃkO malta形式‐(過去 )。 しかもてめえは俺の息子まで拉致した。

冷たい海の中に息子を投げ捨てることまでした。…略…"

終わりに

以上、ko malta形式の意味・用法について、テシマウ形式やa pelita形 式との対照を中

心に分析した。まず、本動詞maltaは現代では本動詞として使われる頻度が低 く、ほとん

ど機能語として働 くことが多い点や、二重補助動詞としての継続相 (ko issta形 式)と の
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結合が不可能な点、そしてa pelita形式とko malta形式がさらに相互結合してテシ
マウ形

式に対応する場合があるが、その際、ko malta形式よりa pelita形 式の方が先行動詞との

位置関係が近いため、a pelita形式の方がko malta形式より先行動詞との密接度が高
いこ

とを指摘した。ko malta形式における出来事の在り方の側面に関しては、テン
マウ形式や

a pelita形 式と共通の側面を有するが、出来事の生起が非自律的、かつ一連の事態の中で

終わりの段階として認識される場合、a pelita形 式よりko malta形式を用いることが相応

しいとした。最後に、ko malta形式における話し手の感情・評価の側面に関しては、非自

律的、かつ終わりの段階の出来事を表わす場合が多いため、a pelita形 式より話し手
の感

情・評価が受けやすく、しかも主に否定的な感情・評価が主を成していることが分かつた。

本研究ではko malta形 式に焦点を合わせて分析したが、本動詞maltaは 前述したように、

シマウやpelitaと は異なり、現代では機能語として働 く場合が多く、その中には動詞的性

質も保っているものから、助詞や語尾のように動詞性を失っている意味
・用法も存在する。

そのため、今後の課題として、maltaに おける文法化を通時的観点から分析し、機能語と

して見られるmaltaの 多様な意味・用法間の相関関係を明らかにすることが求められる。

注

1)http7/gensum.kaist,ac kr/kcp/

2)Yale Romanization System(Martin、 S)に従う。

3)F朝鮮語大辞典』 (大阪外国語大学朝鮮語研究室編、角川書店)を参考にしたものである。 写1用

において辞書に書いてある通りに引用することを原則とするが、次のような事項は記述の便宜上

変更する。まず日本語につけられている振り仮名は省略する。そして一
つの意味に複数の用例が

子 母 主
口

韓国語 ローマ字 韓国語 ローマ字

k ト

ト ya

t 司

己 l 1 ye

m

日 p yo

人 S T Wu

ng 下 ywu

入 C

一六 Ch |

ヨ kh 日 ay

ビ 血 R yay

ph ey

一〇 h yey

コ¬ kk 4 Wa

tt 引 Oy

pp 刊 Ve

承 」H way

承 FRl wey

司

引 uy
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上げられている場合は適切だと判断されるもの一つだけを取り上げることにする。また、韓国語

で書かれている場合は本稿の記述法に従ってYale式で表記する。

4)主動客変動詞は主体の動作によって客体が変化を蒙ることを意味する動詞、主動動詞は客体の変
化とは関係なく、動作の仕方や、様態など、主体の動作だけを意味する動詞、主変動詞は主体が

変化を蒙ることを意味する動詞、情態動詞は人間の心理的、かつ生理的状態など人間の内的な認

識を意味する動詞を指す。
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